
日本の若者の死因のうち最も多いのは自死であり、宮城県でも同様の
現状があります。また思春期から青年期に移行する時期は、社会へ飛
び出す準備をする大切な時期です。しかし、その時期はこころの不調
が起こりやすい時期とも言われています。

認定NPO法人Switchでは宮城県より委託を受け、自死予防をはじめ
とする大学生を中心とした若者のメンタルヘルス対策の推進を目的と
する「若者こころの支援事業」を実施しています。

未来を担う若者が自分自身を大切にしながら、周りの仲間に寄り添
い、支えるための知識やスキルを一人でも多くの学生に届けられる
よう、県内の大学とネットワークを作り、取り組みを進めています。

宮城県若者こころの支援事業
～未来を担う若者のこころを守るために～



ゲートキーパーとは、「悩んでいる人」に気づき、声をかけ、話を聴いて、時には必要な支援につなげ、
見守る人のこと。悩みを抱える人への接し方、受け止める際の自分のメンタルケアなどゲートキーパーと
しての正しい知識や実践的なスキルを学び、身近な人に寄り添い支える学生を育成します。
身近な仲間だからこそ支えられる命があります。

大学生ゲートキーパー養成講座

【受講の感想】

【講座の効果について（修了アンケートより一部抜粋】



思春期から青年期と呼ばれる時期は、心身の変化も大きく、ライフイベントも
多く、いろいろなことで悩みを抱えやすい時期と言われています
こころが感じるプレッシャーや苦しさ･･･時にはストレスと呼ばれるものが大き
くかかわってきます。そのストレスがたまったサインを知ることは、こころの
病気の予防にもなります。

大学生セルフケア講座

【受講の感想】

・自分のストレスサインについて理解を深める良い機会に
　なりました。

・大学生活が始まり環境が変わったことで楽しさや不安な
　気持ちなどがあります。ストレスを感じた時の自分自身
　のセルフケア方法を理解しておくことで気持ちを楽にす
　ることができると感じました。

・自分のストレスに対する対処法と友人や家族が抱える
　ストレスへの考え方を見直す良いきっかけになった。
　これを気に親に理解してもらえるように話してみようと
　思いました。

・「こんなこと誰にも言えない、人に迷惑をかけてしまう、　
　　自分で何とかするもの」　と考えていたが、今回の話で、
　「人に相談するのはいい」ことが分かった。



ゲートキーパー養成講座・セルフケア講座は、出張型の講座です。
導入をご検討されている大学へ訪問し、スタッフが説明に伺います。ご要望に
沿った形での開催が可能ですので、ぜひお気軽にご相談ください。オンライン
での開催も可能です。これまで約1900名の大学生が受講しています。

講座開催に関するお問い合わせ・ご相談

【講座に関する問合せ先】
認定NPO法人Switch　法人本部　
☎022-762-5851　✉：info@npo-switch.org
担当：小関・山田・加藤

　仲間を支える身近なサポーター
WAKAMONOゲートキーパーハンドブック

　自分のこころを大切にする
WAKAMONOセルフケアハンドブック



【ギャンブル等依存症予防啓発講演会】

その他の講演・研修会等

　（2024年度　大学にて講演会開催の様子） 　（2024年度開催内容）

【学生のSOSの受け止め方研修会】【メンタルヘルスオンラインセミナー】

　（2024年度開催内容）

　2025年度も開催予定です。詳細は当法人HPにてご案内いたします。


